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＜連絡事項＞
・17:15より院内研修「医薬品を安全に使用するために」がありますので参加して下さい。
＜患者様情報＞
・蕨　真理様～15:00からサービス担当者会議行っています。退院：2/1(月)10時、初外来：2/10(水)11:30からとなっています。退院当日は「らしさ」スタッフが迎えに来る予定です。訪問看護は日程調整中です。
・高田　マキ様～おむつ2袋持ち込みがありました。

・中村　与一郎様～本日より服薬自己管理開始となります。また、防炎カーテンと防炎カーペットの見積もりのため外出へ行かれています。2/2(火)就労継続支援Ｂ型事業所あるふぁの体験利用のため10時～16時まで外出予定です。昼食代100円必要となります。2/8退院予定とし、退院日までに水道、ガス、電気の契約を行うこととなっています。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～呂律不良・独語・放歌なく、精神症状は落ち着いており日課支障なく行っています。
・滝田　英人様～血圧値異常なく、食事各食全量摂取しています。不調の訴えもなく、各プログラム参加できています。

＜金Ｄｒケース検討＞
・角　穂並様～体調について問われると、間をおいて「いいです。」と、不自由している事は？についても間をおいて「今はないけど…発注したはずの洗剤が来なくて…」と話される。確認しておく事を伝えると了解される。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・小笠原　文人様～体調については「まあまあです。」と答える。先日、歩行時にふらついた事について問われると「薬が多いから…」と言われているが、減薬の要望はなし。
・中野渡　鉄男様～体調については「変わりない。」と、午前中は何をしていたのかについては「ぬり絵。」と答える。診察後は買い物売店に行く事を伝えている。
・井上　和美様～体調については「冷えと戦ってます。」と答える。「3度3度の食事が、とても美味しいです。レストランの料理人に感謝してます。本当に美味しいです。」と話されている。主治医より、体重を増やせば体が温まるので、しっかり食事を摂る様に説明を受ける。「汗かいて、心臓か肝臓が悪いんだか…肝臓に効くサプリメント飲んでもいいか？」と要望され、許可となる。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。本人様の要望で昼のみパン食としていたが、本人様がご飯を要望されている為、本日夕より、元に戻している。
・高橋　康満様～体調については「変わりないです。」と、午前中何をしていたのかについては「マス塗です。」と答えると、すぐ退室してしまっている。
・角濱　義弘様～体調については「毎回、いつもと同じですね。体が動かないって言うか、作業も辛くて、辛くて…何かやろうとしても動けなくて…何とか、この状況を抜け出したいと思って…作業は辛いので、作業に変る何かがあればいいんですけど…」と話される。主治医より、ウオーキングに変えてみたら？10分とか20分とか時間を決めてやる様にと提案されると、表情が明るくなり「そうですね。まずは、ウオーキングにします。」と答える。作業の時間は病棟内の廊下をウオーキングし、リハプロは、これまで通りに参加する事としている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・下斗米　悟様～主治医より、スマホについて問われると「スタッフの方から、退院後にって言われました。」と答える。本人様としては、退院の時とかタクシーに事前予約したりするので、早く欲しいとの事。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
＜金Ｄｒ患者様退院支援委員会＞
・小笠原　文人様～周期的に気分高揚、粗暴性、多弁、不眠、躁状態あるため他者トラブルになる可能性あり。自宅退院は家族の受け入れ困難のため、施設入所の方向。
・中野渡　鉄男様～本人の入院希望が強く今後の方向性が見いだせていない状況。成年後見人申請、介護度の申請依頼を検討していく。施設方向で検討予定。
　　　　　　　　　御家族へ書面を作成し投函し、成年後見人制度の返事はまだない。確認していく。
・井上　和美様～退院については、担当スタッフと話し合いをしているが、退院しないと話され、家族との外出機会に、今後の本人の生活について尋ねても、妹様も退院については考えられないと話され進展はない。
・高橋　康満様～甥様は当法人の施設であればと話しており、本人もそろそろ老人ホームに入らなければと思っている様子。住所が十和田な為、ご家族の意向には沿わない為検討が必要。

・十日市　利喜様～身元引受人がいない事から施設の入所は困難であり、生活スキルのトレーニングが必要。身寄りのないケース。本人より退院への意思表示は聞かれず。保証人や保護者を含め、ＳＷと相談し成年後見人を検討していく。

・角濱　義弘様～両親が高齢であるため、自宅退院は困難な状況だが、本人は自宅退院を希望しており、父の友人付き添いのもの定期的に外出訓練を行っている。
・下斗米　悟様～退院先として主治医や兄からの勧めで施設入所の方向となっている。保佐人（十和田市の田中様）がおり、本人と面会予定となっている。R2.12.21に障害者ＧＨイグルー高洲の宿泊訓練、就労Ｂ型チョコクッキーの体験利用を行い、受け入れ可との連絡あり。2月退院予定となっている。
＜深澤Dr患者様退院支援委員会＞

・五日市　規様～精神症状には大きな変化なく、興奮や衝動行為はない。その他の早朝覚醒や無為、自閉などの症状は持続しているが、生活リズムは安定し、リハビリテーションにも参加しＡＤＬも概ね自立している。継続して清潔保持できるよう支援をしていきます。日課・プログラムは問題なく行えているが、しかし余暇などでは粗暴性的な行動が見られる為受け入れ先が困難となっています。
・松谷　さと子様～妄想、幻聴、被害妄想があり自傷他害の可能性みられ、日常生活への支障がある。ＩＡＤＬも低下しており介入が必要。今後の退院先は未定であるが、本人は自宅退院、家族は施設入所を希望している。自宅はあるが住めない状況。
・中村　豊様～服薬自己管理はできている。プログラムにも参加出来ており、夜間の睡眠もとれている。やや多幸的であるが逸脱行為や多弁さはなく、干渉行為や不眠などの悪化なし。申し込みをしているＧＨからの返事はまだ来ていない。
